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街角コロナ奇譚 その３ 

コロナとともに（With Corona） 

 

北朝鮮拉致被害者家族を取りまとめて、長年にわたって運動をしてきた横田滋さんが亡くなったという報道。 

新型コロナウイルスとは特に関係はないが、外すことができない重要な出来事である。 

総理大臣のコメントが新聞に載っていたが、毎度の事ながら「素晴らしい」の一語に尽きる。 

① 拉致問題は、安倍政権の最重要課題である ②断腸の思いである ③痛恨の極みである   の三点で 

この問題に関して語るときにはいつも同じなので、聞く方（私）はもう暗記してしまった。 

慣用句・美辞麗句を並べてそれらしく語るが、いささかの進展もなく、努力の跡も見えやしない。 

宿題をやってこなかった生徒が、先生に弁解の言葉をとうとうとまくし立てるのにも似て、滑稽。 

そして「拉致被害者に寄り添う」と言うが、実際には寄り添ってなどいない。このセリフは、天災被害者や原発避

難者にも使うセリフで、今や聞くに堪えぬセリフのひとつになってしまった。 

時の総理大臣小泉純一郎氏に連れられて平壌入りしただけなのに、さも自らが成果を上げてきたかのような態

度で、自分の代になってからは、いささかの進展もありはしないのに、かような発言は不愉快に聞こえる。 

横田滋さんが、我が身の終焉を悟りながらどんな気持ちで日々を過ごしていらっしゃったのかを思うと、これ以上

のコメントはし難い。 

 

新型コロナウイルス問題が始まって以来、政府や地方自治体から様々な情報が発信されてきた。 

カタカナ語・横文字が乱発されて、耳のさわりもよろしくない。 

多くの人が理解できる言葉で、わかりやすく語りかけることに精力を注いで戴きたいと思うこの頃。 

ステイホーム、ソーシャルディスタンス、オンライン、デリバリー、挙げ句の果てが GOTO キャンペーン、笑止千万。 

そして、カタカナ・横文字ばかりでなく、「新しい生活様式」なる意味不明な看板を立て始め、就労形態・雇用形

態・生活を取り巻く社会環境を新しい形に変えることの必然性ばかりを騒ぎ立てるようになってきた。 

６月半ばを過ぎると、「新しい生活様式に対応する法整備が必要になるだろう」と発言し始め、憲法改正の必然

性にまでつなげようとし始めた。検察庁の人事問題や教育制度改革（９月新学期制導入）などで「どさくさ紛れ

の改革」を押し切ろうとして失敗したにもかかわらず・・・。 

 

コロナウイルス騒動が始まって外出回数が減ったので、デスクワーク時間も増えた。 

ひょんなことから「都々逸」を作って見ようと思い、予備知識もないままに「七・七・七・五」の言葉遊びに踏み込

んだ。俳句では敷居が高いし、短歌ほどの風流さは身に備わってはいない、川柳では字数が少なく難しそうだ、

などなど否定的理由を並べ立てて「字数が多くてできそうだから・・・」という理由だけで手を付けてみた。 

動機が不純なので質の面ではいまひとつではあるが、毎日考え続けていると数だけは増えてくる。その結果、

「頭文字あいうえお順かるた」にしてみたら・・・・と思い始めた。 

あいうえお順に約５０枚のカードを作るのは予想以上に難しい作業だと気がついたが、もはや手遅れ。 

何とか「ん（ウンと読ませることにした）」まで辿り着いたが、知力以上の仕事をしてしまったせいか、正直なとこ

ろ疲れが残った。 

かるたという玩具として仕上げるのは面倒なので、結果として「スライドムービー」として仕上げることにした。頭

文字「あ」から「ん」までの都々逸は、こんな感じになった。 

◆都々逸カルタ「コロナとともに」：添付資料（次ページ）をご覧下さい 

（自作の都々逸ではあるが、既に公表済みの作品も含まれるのでご容赦下さい） 

以上 

 

 



<あ＞ アベのマスクが届いたけれど ゴミと汚れで大騒ぎ 

＜い＞ 言うこと聞いてよお願いだから 十万出すから家にいて 

＜う＞ 家にいなさい危ないからね 言うこと聞かぬはアベの妻 

＜え＞ 江戸は黒船今クルーズの船 船が来たとて大騒ぎ 

＜お＞ 大きなマスクに柄入りマスク ファッション楽しむ小池知事 

＜か＞ カタカナばかりでわからぬ言葉 電話で仕事がテレワーク？ 

＜き＞ 休業要請無視したお店 公表されたら客が増え 

＜く＞ 国の方針外出自粛 感染減ったが肥満増え 

＜け＞ 化粧まわしを新調したが 場所が流れて見せられず 

＜こ＞ コロナ対応選挙が目当て アベもコイケもトランプも 

＜さ＞ 三密避けてお部屋の整理 人は出ないがゴミが出た 

＜し＞ 死して芸人日本一に これも特進二階級 

＜す＞ 進んだじいさんいましたここに 孫と８人オンライン 

＜せ＞ 世界各国コロナの被害 対応力の差がこわい 

＜そ＞ 総理になったら大変だから 石破無言で我慢の日 

＜た＞ タレント一人でニュースのトップ その日の死者は二十九 

＜ち＞ 小さいマスクと文句を言うな 昔のマスクはこんなもの 

＜つ＞ 次から次へと出しますお金 国債出すだけあと知らぬ 

＜て＞ 手続きしました十万円の 何を食べよう何買おう 

＜と＞ となりの県なら心配ないと 遊びに行ったが運の尽き 

＜な＞ 情けないわよ一国の長 知事に叩かれ策を変え 

＜に＞ 臭いがしないよコロナの恐れ 医者に行ったら鼻づまり 

＜ぬ＞ ぬりえする子に問いかけられた アベのマスクは何色か 

＜ね＞ 狙った法案反感買って 支持率下がって腰くだけ 

＜の＞ 飲み会・食堂・葬式までも キャバレー・ソープもオンライン 

＜は＞ 白人警官黒人死なせ コロナどころじゃない騒ぎ 

＜ひ＞ 飛行機飛ばしてお空に絵描き ムダ金使う阿呆ども 

＜ふ＞ 古い映像ほじくり出して 時間合わせのテレビ局 

＜へ＞ 変則勤務の医療の現場 命を支える人あまた 

＜ほ＞ 香港・中国ごたごた続き コロナの武漢はどこへやら 

＜ま＞ マスクまだかな十万来ない あせるアナタにサギが来る 

＜み＞ 右肩上がりのグラフのカーブ なのに解禁おそろしや 

＜む＞ 昔あこがれクルーズの旅 今じゃ不人気命がけ 

＜め＞ 飯がまずいと文句を言えば あなたコロナじゃないかしら 

＜も＞ もらえるものならすぐ手を出して 欲の深さが狙われる 

＜や＞ やめて捨てるの使ったマスク 一キロ歩けば十数枚 

＜ゆ＞ 郵便・宅配仕事が増えて 命がけでしょありがとう 

＜よ＞ 夜の街です感染源は 昔も今も歌舞伎町 

＜ら＞ 落語しました観客ゼロで うけているやらいないやら 

＜り＞ 理解できない言葉が増えて 俺も弱者の仲間入り 

＜る＞ ルイ・ヴィトンのガウンを着けて パリの病院活気づく 

＜れ＞ 令和二年の十大ニュース コロナがトップの座を予約 

＜ろ＞ ローソク・電池に食べ物用意 コロナの次は台風だ 

＜わ＞ ワシのいとこが阿倍野で飲み屋 スナック「トランプ」バー「コロナ」 

＜ん＞ 運の尽きかと落胆したが まだ生き残る見込み有り 


